
ｉＰａｄを使って、
年報をより身近に・より楽しく

チーム年報・飛翔

（年報委員会・飛翔作成担当）



１．年報の定義

• 定義

年報とは、

あさかホスピタルの

医療活動の内容とその結果を

各事業年度ごとにまとめ

当院関係者に

報告するための方法である。



２．年報の役割

（１）情報提供機能

現在存在する人への情報提供

→ 空間的要素

（２）記録伝達機能

将来存在する人への情報提供

→ 時間的要素



３．年報の現状

発 行 媒 体 冊子

発 行 回 数 毎年１回（現在９回発行）

発 行 時 期 ７月下旬

発 行 部 数 １，０００部

送 付 先 当院関係者



５．よりよい年報にするために

（１）出来る限りコンパクトに！

→ より見やすく （＾-＾）

（２）数値データを重視

→ より分かりやすく （＾0＾）

（３）他で参考として利用してもらえる

→ より使いやすく （＾▽＾）/



６．年報の長所と短所

（１）年報（冊子）の長所
◇手軽に見れる
◇見てもらいたい人に見てもらえる

（２）年報（冊子）の短所
◇見てもらう人が限定される
◇保存スペースの確保と

保管の一元管理が難しい

短所を改善するために
→ 電子化



７．冊子・電子の長所と短所

長所 短所

冊子
手軽

閲覧者選択可
閲覧者限定

保存・保管が難

電子
閲覧者拡大

保存・保管が易
ハードが必要
管理が必要



７．冊子・電子の長所と短所

長所 短所

冊子
手軽

閲覧者選択可
閲覧者限定

保存・保管が難

電子
閲覧者拡大

保存・保管が易
＋αの可能性

ハードが必要
管理が必要



８．年報の電子化

• ＣＤ・ＤＶＤ化 → 保管・管理

• ホームページへの掲載 → 閲覧者拡大

• 電子書籍化 → 閲覧者拡大

• 院内でのｉＰａｄ使用によるｉ-Ｂｏｏｋ閲覧

→ 閲覧者拡大

• 写真（静止画）から映像（動画・音声）へ

→ より分かりやすく・楽しく！



９．年報・飛翔電子化アンケート
（１）

（１）実施

期間：平成２４年１１月

対象：職員全員

（２）結果 → ３３１人が回答

＜性別＞

男性 ８３人 ２５．５％

女性 ２４３人 ７４．５％

合計 ３２６人 １００．０％



９．年報・飛翔電子化アンケート
（２）

＜年齢＞
１０代 １人 ０．３％

２０代 ６４人 １９．３％

３０代 ８８人 ２６．６％

４０代 ８６人 ２６．０％

５０代 ７７人 ２３．３％

６０代～ １５人 ４．５％

合計 ３３１人 １００．０％

電子世代７２．２％



９．年報・飛翔電子化アンケート
（３）

＜年報をどの媒体で見たいか（複数回答可）＞

冊子 ２６６人 ７１．９％

ＣＤ・ＤＶＤ １７人 ４．６％

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ５４人 １４．６％

電子書籍 ３３人 ８．９％

合計 ３７０人 １００．０％



９．年報・飛翔電子化アンケート
（４）

＜電子書籍＞

利用している
利用したい

６６人 ２０．２％

利用したくない ２６１人 ７９．８％

合計 ３２７人 １００．０％



９．年報・飛翔電子化アンケート
（５）

（３）結論

年報利用者は、

媒体電子化ではなく、

冊子での年報による情報の提供を

望んでいる。



１０．発想の転換

電子化 ＝ ペーパーレス化 ≠ 冊子

冊子 ＋ 電子化



１１．年報の電子化Ⅱ

年報データ電子化による
保管・管理

実施

→ホームページへの掲載 実施

→院内でのｉＰａｄ使用による
ｉ-Ｂｏｏｋ閲覧

実施

冊子での年報による映像・音声
情報提供（ＡＲコード導入）

実施

ＣＤ・ＤＶＤ化 先送り

電子書籍化 先送り



１２．実演

（１）ｉＢｏｏｋによる年報の閲覧

（２）ＡＲコード導入による冊子での

映像・音声情報提供



１３．飛翔21号にARを導入



１４．実際にARを試してみると・・・



１５．まとめ（１）

（１）年報電子データの有効活用

◇保管・管理

◇ホームページ掲載

◇ｉＢｏｏｋ掲載

◇電子書籍市場へ向けての準備

◇ペーパーレス化へ向けての準備

時代のニーズに即応した展開

→ 『より身近に』



１５．まとめ（２）

（２）冊子による年報情報の提供

◇手軽さ

◇ＡＲコードによる映像・音声情報の提供

◇ＱＲコードによるホームページとの連携

使いやすさ
映像・音声の使用 → 『より楽しく』



１５．まとめ（３）

（３）最も重要なことは、

あさかホスピタルの充実した医療環境と

従事する職員の素晴らしさ

そして、その職員の頑張っている姿を

一人でも多くの方に知ってもらうこと

『年報をより身近に・より楽しく』



おわり

ご静聴ありがとうございました。


